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平成３１年１月１２日版

「第２３回戦争遺跡保存全国シンポジウム熊本大会」開催について（案）

第２３回戦争遺跡保存全国シンポジウム熊本大会実行委員会

熊本は九州の中央部に位置し1871年鎮西鎮台の設置以降、熊本鎮台へ、1888年には対外戦争を
想定した第六師団となり、熊本城を核として地域と結びつき「軍都熊本」を形成してきました。
1877年、国内最後の内戦である「西南戦争」では熊本城をはじめ、田原坂・高瀬・八代・人吉

等と、県内各地で戦闘が繰り広げられました。熊本市北区植木町・玉名郡玉東町に残された官軍
墓地や戦闘地域等は国史跡「西南戦争遺跡群」として指定され、近現代遺跡・戦争遺跡の調査保
存や資料館展示を通し、地域づくりが進められています。

いっぽう県内では、戦後６０年以降、県内各地に残された太平洋戦争期の戦争遺跡の調査・研
究や保存活動を行い、合わせて航空遺産をはじめとする戦時資料の調査や展示活動等を通して、
「戦争の記憶を語り継ぎ、平和の大切さを学ぶ活動」が進んできました。
この活動は熊本・八代・玉名・菊池・荒尾・人吉球磨・合志地域へとひろがり、連絡会議「戦

争遺産フォーラムくまもと」として、戦後７０年「平和のバトン展」での地域展示や「米軍資料
から見た熊本空襲」講演会開催へと結実しました。

平成２８年熊本を襲った未曽有の地震災害に直面し、隈庄飛行場油倉庫等の記録保存や戦争遺
跡・遺物の被災レスキュー活動等を進めるなかで、全国の皆様方にご支援をいただき、改めて全
国との連携の大切さを知ることとなりました。
今回、熊本で初となる本シンポジュームの開催にあたり、全国の戦争遺跡の保存現状や課題を

明らかにしていきます。また地元で展開している「熊本に戦争と平和のミュージアム」設立にむ
け、平和博物館活動を進めておられる皆様方と交流を深め設立に向け、前進したいと願っていま
す。
平成２８年度熊本地震から復興しつつある熊本の姿を肌で感じていただき、さらなる「心の支

援」の広がりを願い、当地熊本で全国大会を開催いたします。

記

１ 大会名 第２３回戦争遺跡保存全国シンポジウム熊本大会
テーマ・キャッチフレーズ
「案１：戦争遺跡の保存・活用と平和の学びの継承」
「案２：戦争遺跡の保存・活用と平和資料館のあるべき姿」
「案３：戦争遺跡の保存・活用と災害からの復興」

２ 開催期日 平成３１年８月２４日(土曜日)～平成３１年８月２５日(日曜日)
□設営・準備 平成３１年８月２３日(金曜日)午後
□開催日 平成３１年８月２４日(土曜日)～８月２５日(日曜日)
□８月２３日（金）午後は全国運営委員会
□２６日(月)は現地見学会

３ 使用施設 熊本市国際交流会館 熊本市中央区花畑４－１８
http://www.kumamoto-if.or.jp/

□熊本コンベンション協会とは、各種助成・補助内容で申請済み

４ 参加予定 約２５０名

５ 主催者名 第２３回戦争遺跡保存全国シンポジウム熊本大会実行委員会
戦争遺跡保存全国ネットワーク

６ 主会場予定内容
（１）８／２４日：全体会・講演会場 「国際交流会館ホール」６・７階（２３０人定員）
（２）８／２５日：分科会 ※すべて洋室仕様に変更

□１分科会：第１会議室・４階（４５人）
□２分科会：第３会議室・４階（８１人）
□３分科会：大広間Ａ・Ｂの通し利用・４階（１０４人） ※閉会集会会場でも利用
□図書交換会：２会議室・５階（３２人） ※１０時～２時まで
□事務局控室：中会議室・５階（１４人） ※２３日（金）～２５日（日）まで利用

７ 全体会記念講演 「熊本城と第六師団（仮）」
猪飼隆明（いかい たかあき）・大阪大学名誉教授
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８ 現地見学会
（１）８／２６日（月） ※国際交流会館前より乗車・降車予定。
（２）見学会コース ※午前：１コース、終日：１コース

□Ａコース（９時～１２時半頃） ※個人名簿一覧提出、昼食はなし
「熊本市内の戦跡をめぐる」熊本市立図書館「２０１９ 夏の平和展“健軍飛行場”」、
歩兵第十三聯隊食堂（現熊本学園大学第２体育館）、十三聯隊正門・軍用道路、三菱熊
本航空機製作所第一組立工場（現西部方面総監部九州補給支処）、義烈空挺隊慰霊碑、
陸上自衛隊戦史資料室

□Ｂコース（９時～１５時頃） ※弁当申し込みで準備
「菊池飛行場と黒石原奉安殿をめぐる」 旧逓信省熊本航空機乗員養成所奉安殿、空襲慰
霊碑「留魂碑」、菊池飛行場ミュージアム、菊池飛行場内戦争遺構（給水塔・油倉庫・
弾薬庫・格納庫 他）

９ 情報交換会・懇親会
（１）会場 ＫＫＲホテル熊本 「有明・不知火の間」

熊本市中央区千葉城町３－３１ ＴＥＬ０９６－３５５－０１２１
http://www.kkr-hoteru-kumamoto.com/

（２）日時 ８月２５日（土）夕方６時
（３）会費 ６０００円

１０ 「第２３回戦争遺跡保存全国シンポジウム熊本大会実行委員会」組織・関係団体等
（１）実行委員長‥‥堀 浩太郎さん（熊本大学大学院 教育学研究科）
（２）実行委員会への参加組織 ～戦跡保存団体・個人・平和活動の関係団体への働きかけ～

□「戦争遺産フォーラムくまもと」を母体として
①熊本の戦争遺跡研究会 ②人権ＮＰＯ ちなもい
③花房飛行場の戦争遺産を未来につたえる会 ④荒尾二造市民の会
⑤人吉・球磨の戦争遺跡を伝えるネットワーク ⑥合志の近代化遺産を学ぶ会
⑦平和憲法を活かす熊本県民の会・熊本空襲を語り継ぐ会
⑧くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク
⑨個人参加の方々 三隅康資さん・上村真理子さん 他

□後援・働きかけ
⑩新老人の会熊本支部「戦争を語り継ぐ会」 ⑪熊本被爆二世・三世の会
⑫学生団体「Ｌａ Ｐａｉｘ（ラペ）」 ⑬「生活協同組合くまもと」平和委員会
⑭「連合熊本」平和部会 ⑮自治労女性部会
⑯熊本県教職員組合・熊本県高等学校教職員組合・熊本市教職員組合
⑰学術団体（肥後考古学会、熊本史学会、熊本近代史研究会、熊本産業遺産研究会 他）
⑱その他 市民・県民の方々

１１ 協議事項 等
（１）今後の協議事項等 ※３月までに決定

□どの様な開催スタイルが良いのか、熊本独自のカラーは‥‥
西南戦争との接点、近代化遺産での軍事分野とは、第六師団、熊本地震での戦争遺跡

復興、新たな戦争遺跡の観光地化、戦争・戦争遺跡の商品化 他
□見学会アウトラインの協議

（２）タイムスケジュール（案） ※４月以降で本格協議 別資料

（３）各担当の配置・配当表（案） ※４月以降で本格協議 別資料

事務局連絡先
第２３回戦争遺跡保存全国シンポジウム熊本大会実行委員会

事務局長 髙谷 和生（たかたに かずお）
□〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５
□携帯 ０９０－１５１３－５２８

□メールアドレス takayanagi912@yahoo.co.jp
□くまもと戦跡ネットＨＰ https://www.kumamoto-senseki.net/

http://www.kkr-hoteru-kumamoto.com/

